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小
規
模
企
業
共
済
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

小
規
模
企
業
共
済
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
三
号
若
し
く
は
前
号
」
を
「
前
二
号
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
個
人
の
営
む
事
業
の
経
営
に
携
わ
る
個
人
（
前
二
号
に
掲
げ
る
個
人
を
除
く
。
）

第
三
条
第
二
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
項

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
共
済
契
約
の
締
結
に
よ
つ
て
小
規
模
企
業
共
済
事
業
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営

を
阻
害
す
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
。

第
七
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
項

第
一
号
中
「
そ
の
事
業
に
係
る
金
銭
以
外
の
資
産
の
出
資
を
す
る
こ
と
に
よ
り
」
を
削
る
。

第
十
三
条
第
一
項
後
段
中
「
第
七
条
第
四
項
第
一
号
又
は
第
三
号
」
を
「
第
七
条
第
四
項
各
号
」
に
改
め
、
「
以
内
に
、
そ
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の
者
」
の
下
に
「
（
第
十
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
条
件
付
権
利
の
譲
渡
し
を
し
た
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条

第
二
項
中
「
条
件
付
き
権
利
」
を
「
条
件
付
権
利
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
お
い
て
効
力
を
生
じ
た
共
済
契
約
（
次
項
に
お
い
て
「
既
契
約
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は

、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
第
七
条
第
四
項
第
一
号
中
「
設
立
す
る
た
め
」
と
あ
る
の
は
、
「
設
立
す
る
た
め
そ
の
事
業

に
係
る
金
銭
以
外
の
資
産
の
出
資
を
す
る
こ
と
に
よ
り
」
と
読
み
替
え
て
、
同
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
第
七
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
既
契
約
に
係
る
共
済
契
約
者
に
つ
い
て
は
、
こ

の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
第
十
三
条
第
一
項
後
段
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
申
込
み
が
さ
れ
た
共
済
契
約
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
第
三
条
第
五
項
第
三
号
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の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
条

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。


